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近視の発症及び進行には，遺伝的要因と環境要因

の両方が複雑に絡み合って関与している。したがっ

て近視の頻度は生活環境も遺伝的素因も異なる人種

間においては明らかに異なっており，日本を含めた

東アジアにおいてその頻度が高いことは以前から報

告されている'),2)。環境要因に目を向けると，教育

レベルは重要な因子の一つとして挙げられ，そのレ

ベルが高いことが近視に関与している3）4)。大学生

では学部によって近視の頻度が異なり，医学生にお

いてはその頻度が高いことが知られている516)。我

が国における近視の頻度に関する研究では，高校生

までの学校健診での報告7)と，４０歳以上を対象と

した住民健診での報告8).9)がなきれているが，２０歳

前後の青年層でのここ最近の報告はほとんどない。

本研究では，平成22年度の旭川医科大学医学部

の医学生および看護学生に施行した屈折検査と眼底

検査の結果をまとめ，１３年前に医学生に対し行っ

た検査結果との差を検討した。さらに，健診後の再

検査についても検討した。

Ｉ・医学生．看護学生における初年度の

屈折状態の検討

医学部初年度の学生における屈折状態を検討した。

対象と方法

平成22年度における旭川医科大学医学部初年度

の学生のうち，検査の主旨を理解し文章で同意した

医学科９１名182眼（男性65名，女性26名)，看護

学科56名１１２眼（男性６名，女性50名）を対象

とした。平均年齢は医学生（20.2±3.3歳）の方が

看護学生（18.4±1.2歳）と比べ有意に高かった

いく0.01)。

春の健康診断時，無散瞳下で屈折検査（TON‐

(５６）

OREFRKT-7700,Nidek,Japan）を施行した。

結果１：屈折検査の結果

医学生全体おける等価球面度数は-4.79±2.66,

(dipoter）であり，女性（－５６１±2.04,）が男性

(-4.47±2.81,）に比べ有意に近視が強かった

いく0.01)。看護学生では全体で-3.82±2.43Ｄで

あり，女性（－４０２±2.42,）の方が，男性（－２．１７

±1.89,）に比べ有意に近視の程度が強かった

いく0.01)。医学生と看護学生では，全体，女性

男性のすべての比較において，医学生の方が近視が

強かった（，＜0.01）（表１－１)。

近視の程度とその頻度を検討すると，医学生にお

いては，近視（-0.5,を超えるもの）は96.2％で

あり，中等度以上の近視（－３０，を超えるもの）

は69.2％，強度近視（-6.0Ｄおよび-8.0,を超え

るもの）はそれぞれ34.1％と9.9％であった。看護

学生においては，近視は88.4％，中等度以上の近視

は６６．１％，強度近視はそれぞれ18.8％，5.4％であっ

た（表1-2)。

全体の屈折分布をみると正規分布とはならず，ど

ちらの学科とも人数の頂点を２か所に認めた。これ

らの頂点の屈折度は，医学生では，－１，を超え

－２，未満と－５，を超え－６，未満に認め，看護

表１－１屈折度（無散瞳下）

等価球面値

(diopters［Ｄ]）
医学生 看護学生 有意差

全学生 －４．７９±２．６６ －３．８２±２．４３ ｐ＜０．０１

女性 －５．６１±２．０４ －４．０２±２．４２ ｐ＜０．０１

男性 －４．４７±２．８１ －２．１７±１．８９ ｐ＜０．０１

男女差 ｐ＜０．０１ ｐ＜０．０３
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